
第677号 2025年（令和7年）9月1日全 日 電 工 連（1）

今
月
の
主
な
紙
面

●電気使用安全月間　 1面

●人材確保活躍事例　 3面

●定期講習会場一覧　 4面

●青年部・女性部 活動報告　 8面

事
業
者
が
講
ず
る
措
置
な
ど
規
定

　

令
和
7
年
6
月
1
日
か

ら
、
職
場
に
お
け
る
熱
中
症

対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
労

働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
が
施
行
さ
れ

て
い
る
。

　

熱
中
症
の
重
篤
化
を
防
止

す
る
た
め
「
体
制
整
備
」「
手

順
作
成
」「
関
係
者
へ
の
周

知
」
が
事
業
者
に
義
務
付
け

ら
れ
た
。

　

対
象
と
な
る
の
は
「
※

Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
28
度
以
上
ま
た
は

気
温
31
度
以
上
の
環
境
下
で

連
続
1
時
間
以
上
又
は
1
日

4
時
間
を
超
え
て
の
実
施
」

が
見
込
ま
れ
る
作
業
だ
。

　

熱
中
症
に
よ
る
健
康
障
害

の
疑
い
が
あ
る
者
の
早
期
発

見
や
重
篤
化
を
防
ぐ
た
め
に

事
業
者
が
講
ず
べ
き
措
置
等

に
つ
い
て
、
新
た
な
規
定
が

設
け
ら
れ
た
。

①
体
制
整
備

　

事
業
者
は
、
熱
中
症
を
生

ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
作
業
を

行
う
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

当
該
作
業
に
従
事
す
る
者
が

熱
中
症
の
自
覚
症
状
を
有
す

る
場
合
又
は
当
該
作
業
に
従

事
す
る
者
が
当
該
作
業
に
従

事
す
る
他
の
者
に
熱
中
症
が

生
じ
た
疑
い
が
あ
る
こ
と
を

発
見
し
た
場
合
に
そ
の
旨
を

報
告
さ
せ
る
体
制
を
整
備
す

る
。

②
手
順
作
成

　

事
業
者
は
、
熱
中
症
を
生

ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
作
業
を

行
う
と
き
は
、あ
ら
か
じ
め
、

作
業
場
ご
と
に
当
該
作
業
か

ら
の
離
脱
、
身
体
冷
却
、
必

熱 中 症 対 策熱 中 症 対 策 が 義 務 化 8
月
1
日
か
ら
31
日
ま

で
の
1
ヶ
月
間
、
電
気
使

用
安
全
月
間
運
動
が
全
国

で
展
開
さ
れ
た
。

　

高
温
多
湿
の
た
め
感
電

や
電
気
事
故
な
ど
が
発
生

し
や
す
い
8
月
を
電
気
使

用
安
全
月
間
と
し
て
、
経

済
産
業
省
主
催
で
関
係
団

体
が
一
体
と
な
り
毎
年
実

全
国
各
地
で
活
発
に
運
動
実
施

全
国
各
地
で
活
発
に
運
動
実
施

電
気
使
用

電
気
使
用

安
全
月
間

安
全
月
間

電気安全キャンペーンを展開（神奈川県工組）

施
し
て
い
る
。

　

全
日
電
工
連
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
連
合
会
、
各
都
道
府

県
電
工
組
も
集
中
的
に
電

気
安
全
運
動
を
実
施
し
、

電
気
事
故
の
未
然
防
止
と

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
っ

た
。

　

電
気
使
用
の
安
全
に
関

す
る
啓
発
指
導
と
と
も

に
、
電
気
火
災
防
止
に
向

け
た
感
震
装
置
や
避
雷
器

の
取
り
付
け
推
進
、
電
気

設
備
の
安
全
診
断
や
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
推
進
、
電
気
安

全
啓
発
の
広
報
な
ど
を
中

心
に
、
地
域
社
会
に
向
け

た
電
気
に
関
す
る
知
識
の

普
及
活
動
を
取
り
入
れ
て

運
動
を
実
施
。

　

ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
な

ど
の
配
布
、
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
よ
る
電
気
使
用

安
全
の
啓
発
、
電
気
の
な

ん
で
も
相
談
所
の
設
置
な

ど
、
地
域
社
会
に
視
点
を

お
い
た
活
動
が
全
国
で
行

わ
れ
た
。

要
に
応
じ
て
の
医
師
の
診
察

又
は
処
置
を
受
け
さ
せ
る
こ

と
そ
の
他
熱
中
症
の
症
状
の

悪
化
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
措
置
の
内
容
及
び
そ
の

実
施
に
関
す
る
手
順
を
定
め

る
。

③
関
係
者
へ
の
周
知

　

熱
中
症
を
生
ず
る
お
そ
れ

の
あ
る
当
該
作
業
に
従
事
す

る
者
に
対
し
、
体
制
整
備
・

熱
中
症
の
症
状
の
悪
化
を
防

止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

を
周
知
さ
せ
る
。

　

今
回
の
労
働
安
全
衛
生
規

則
の
改
正
は
、「
見
つ
け
る
」

「
判
断
す
る
」「
対
処
す
る
」

を
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
、
現
場
の
実
態
に
即
し
た

具
体
的
な
対
応
を
求
め
て
い

る
。

※
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値　

暑
熱
環
境
に

よ
る
熱
ス
ト
レ
ス
の
評
価
を

行
う
暑
さ
指
数
の
こ
と

街頭ＰＲキャンペーンを実施（千葉県工組）

地域イベントでＰＲ（東京都工組）電気あんぜん広場を開設（愛知県工組）

電気工事は登録（届出）標識のある工事店で
全日本電気工事業工業組合連合会

各 ブ ロ ッ ク 組 合 連 合 会

各都道府県電気工事（業）工業組合
主催

消 防 庁

各 都 道 府 県

N H K
後援

事
故
の
未
然
防
止
を
呼
び
か
け

事
故
の
未
然
防
止
を
呼
び
か
けあ

な
た
が
防
ぐ

あ
な
た
が
防
ぐ
電
気
事
故

電
気
事
故
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第61回

電

気

保

安

功

労

者

電

気

保

安

功

労

者

経
済
産
業
大
臣
表
彰

経
済
産
業
大
臣
表
彰

全日電工連関係受賞者
（敬称略）

電気工事業者の営業所の部

会　社　名 代　表　者 所　　属

株 式 会 社 一 戸 電 建 代表取締役会長　一戸 雄司 北海道電気工事業工業組合

第 一 電 設 株 式 会 社 代表取締役社長　村田 修平 北海道電気工事業工業組合

株 式 会 社 柴 原 電 機 取締役会長　柴原 岩男 福井県電気工事工業組合

日 晶 電 機 株 式 会 社 代表取締役　梅村 幸司 愛知県電気工事業工業組合

株式会社 徳島エムテック 代表取締役　余保 秀則 徳島県電気工事業工業組合

栄 進 電 業 株 式 会 社 代表取締役　正﨑 秀則 香川県電気工事業工業組合

個人の部

氏　　名 会　社　名 所　　属

岩 田  和 敏 株式会社 岩田電気工業所 東京都電気工事工業組合

土 屋 　  勤 株式会社 土屋電気商会 岐阜県電気工事業工業組合

北 川  孝 幸 北 川 電 工 有 限 会 社 福井県電気工事工業組合

杉 浦  秀 二 大阪電気機工 株式会社 大阪府電気工事工業組合

桂 　  章 次 桂 電 機 商 会
京都府電気工事工業組合

副理事長

谷 本  宗 城 伸 和 電 設 株 式 会 社
和歌山県電気工事工業組合

理事長

浦 田  和 彦 浦 田 設 備 高知県電気工事業工業組合

岡 本  公 子 岡 本 電 気 工 事 店 千葉県電気工事工業組合

川 井  喜 一 郎 有限会社 川井電気商会
埼玉県電気工事工業組合

副理事長

　

第
61
回
電
気
保
安
功
労

者
経
済
産
業
大
臣
表
彰
式

が
8
月
1
日
、
都
内
の
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

表
彰
の
対
象
者
は
保
守

運
営
体
制
や
管
理
体
制
が

優
良
で
あ
る
な
ど
、
電
気

保
安
の
確
保
に
特
に
顕
著

な
功
績
が
あ
っ
た
個
人
や

事
業
者
・
団
体
な
ど
。
工

場
等
の
部
4
件
、
電
気
工

事
業
者
の
営
業
所
の
部
6

件
、
個
人
の
部
25
人
の
合

計
35
件
が
受
賞
し
た
。
表

彰
式
に
は
、
全
日
電
工
連

の
米
沢
寛
会
長
も
来
賓
と

し
て
出
席
し
た
。

　

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
経

産
省
の
湯
本
啓
市
・
大
臣

官
房
技
術
総
括
・
保
安
審

議
官
が
式
辞
を
述
べ
、
受

賞
者
の
長
年
の
功
績
と
努

力
に
敬
意
を
表
し
た
後
、

受
賞
者
各
々
に
表
彰
状
を

手
渡
し
た
。

　

今
回
、
全
日
電
工
連
関

係
で
は
、
営
業
所
の
部
で

6
営
業
所
、
個
人
の
部
で

9
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

表
彰
状
の
授
与
後
、
来

賓
を
代
表
し
て
一
般
社
団

法
人
日
本
電
気
協
会
の
貫

正
義
会
長
が
祝
辞
を
述

べ
、
続
い
て
受
賞
者
代
表

が
謝
辞
を
述
べ
た
。

全日電工連関係者全日電工連関係者

15名が受賞15名が受賞

電気保安功労を称える電気保安功労を称える
　

全
国
女
性
部
連
絡
協
議

会
世
話
人
会
（
以
下
、
女

性
部
）
が
7
月
18
日
、
全

日
電
工
連
会
館
で
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
に
よ
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開

催
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
前
回
開
催
し

た
女
性
部
会
議
の
要
点
を

報
告
。
今
年
度
の
事
業
計

画
案
な
ど
を
再
確
認
し
た
。 　

ま
た
、
第
一
種
電
気
工

事
士
定
期
講
習
受
講
促
進

ポ
ス
タ
ー
の
完
成
を
報

告
。
女
性
部
メ
ン
バ
ー
が

定
期
講
習
受
講
上
の
注
意

や
利
点
等
に
つ
い
て
呼
び

掛
け
る
個
性
的
な
ポ
ス
タ

ー
と
な
っ
て
い
る
。

　

続
い
て
新
規
に
設
立
さ

れ
た
女
性
部
と
し
て
山
口

県
電
気
工
事
工
業
組
合
女

性
部
（
森
木
愛
美
会

長
・
2
0
2
5
年
6

月
2
日
設
立
）、
長

崎
県
電
気
工
事
業
工

業
組
合
女
性
部
会

（
山
坂
紬
会
長
・
2

0
2
5
年
6
月
20
日

設
立
）
を
紹
介
。
森

木
会
長
と
山
坂
会
長

は
女
性
部
設
立
後
の

抱
負
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
女
性
部

の
今
後
の
運
営
体
制

全
国
女
性
部

連
絡
協
議
会

積
極
的
に
事
業
推
進
へ
取
り
組
む

重
点
事
業
と
実
施
計
画
な
ど
審
議

に
つ
い
て
審
議
。
会
議
開

催
計
画
や
組
織
体
制
の
検

討
を
行
っ
た
。

　

ま
た
全
国
統
一
的
な
活

動
と
し
て
、

①
業
界
理
解
促
進
交
流
事

業
（
高
校
生
対
象
）

②
学
齢
期
対
象　

業
界
と

の
ふ
れ
あ
い
事
業
（
小

中
学
生
対
象
）

③
電
気
使
用
安
全
運
動

の
3
事
業
の
計
画
お
よ
び

実
施
を
報
告
。

　

今
年
度
は
①
②
の
事
業

に
重
点
を
置
い
て
促
進
を

図
っ
て
い
く
考
え
だ
。

　

そ
の
他
、
10
月
に
北
海

道
で
開
催
さ
れ
る
第
36
回

電
気
工
事
業
全
国
大
会
で

の
イ
ベ
ン
ト
協
力
、
全
国

青
年
部
協
議
会
と
の
連
携

実
施
体
制
の
構
築
や
機
関

紙
の
女
性
部
コ
ー
ナ
ー
執

筆
分
担
な
ど
を
検
討
・
決

定
し
た
。

登
録
電
気
工
事
業
者
登
録
票
（
様
式
第
15
）

登
録
電
気
工
事
業
者
届
出
済
票
（
様
式
第
16
）

　

電
気
工
事
業
の
業
務
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
改
正
（
令
和
7
年

7
月
31
日
施
行
）
に
伴

い
、
第
25
条
で
定
め
ら
れ

て
い
る
標
識
（
登
録
電
気

工
事
業
者
登
録
票
（
様
式

第
15
）
お
よ
び
登
録
電
気

工
事
業
者
届
出
済
票
（
様

式
第
16
））
の
サ
イ
ズ
が

変
更
さ
れ
た
。

　

同
法
と
建
設
業
法
施
行

規
則
で
定
め
ら
れ
て
い
る

当
該
標
識
の
寸
法
が
異
な

る
こ
と
で
現
場
に
非
効
率

が
生
じ
て
い
た
状
況
を
解

消
す
る
た
め
だ
。

　

す
で
に
建
設
業
法
に
お

け
る
標
識
サ
イ
ズ
は
変
更

さ
れ
て
お
り
、
電
気
工
事

業
法
も
そ
れ
に
合
わ
せ
る

か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
、
縦
35
c
m

以
上
、
横
40
c
m
以
上
の

サ
イ
ズ
か
ら
、
縦
25
c
m

以
上
、
横
35
c
m
以
上
の

サ
イ
ズ
へ
と
様
式
を
変
更

し
た
。

　

電
気
工
事
業
者
の
み
な

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は

十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

登
録
電
気
工
事
業
者
登
録
票
な
ど
サ
イ
ズ
変
更

電
気
工
事
業
法
施
行
規
則
改
正

　

全
国
事
務
局
責
任
者
会
議

が
8
月
28
日
に
全
日
電
工
連

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
令
和
7
年
度

新
規
・
重
点
事
業
項
目
の
概

要
を
説
明
。
主
な
事
業
課
題

の
方
向
性
と
委
員
会
ご
と
の

重
点
・
新
規
審
議
事
業
項
目

が
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
福
利
厚
生
事
業

の
2
0
2
6
年
度
募
集
改
定

と
今
後
の
方
向
性
、
第
36
回

電
気
工
事
業
全
国
大
会
の
概

要
、
今
後
の
行
事
日
程
な
ど

の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
工
組
の
先
進
取
り

組
み
事
例
発
表
研
修
会
を
実

施
。「
組
織
・
財
政
強
化
」「
人

材
確
保
育
成
」「
Ｄ
Ｘ
活
用

支
援
」
に
取
り
組
ん
だ
工
組

が
事
例
を
発
表
し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
「
組
合
員

の
新
規
加
入
・
増
強
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
。
組

合
員
数
減
少
に
係
る
各
電
工

組
の
現
状
、
新
規
組
合
員
の

獲
得
に
向
け
た
取
り
組
み
事

例
の
共
有
、
各
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
有
効
な
展
開
方
策

を
検
討
し
た
。

全
国
事
務
局
責
任
者
会
議

各
工
組
の
現
状
な
ど
意
見
交
換
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ま
す
が
、
今
度
は
新
入
社
員

が
先
輩
と
な
り
次
の
新
人
を

育
て
て
い
く
立
場
に
な
り
ま

す
。ア

ス
リ
ー
ト
社
員
の
採
用

　

き
っ
か
け
は
自
身
が
45
歳

ま
で
ボ
ブ
ス
レ
ー
競
技
を
し

て
お
り
、
仕
事
と
の
両
立
に

と
て
も
苦
労
し
た
経
験
に
あ

り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
る
選
手
を
応
援
し
た

電気工事人材の裾野拡大に向けて
人材確保に取り組む組合員企業インタビュー

未
経
験
か
ら
電
気
工
事
士
へ　

充
実
の
社
員
教
育
で
人
材
育
成

好事例

北海道電気工事業工業組合
北央電設株式会社

代表取締役 岡本信吾様(右)
アスリート社員の島田さん(左)

発
信
し
て
い
ま

す
。
合
否
は
問
わ

ず
、
何
に
で
も
挑

戦
す
る
態
度
や
考

え
を
養
成
す
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま

す
。定

着
に
向
け
て

人
と
の
会
話
が

基
本

　

新
入
社
員
に

は
、
ブ
ラ
ザ
ー
制

度
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
こ
の
制
度

は
新
入
社
員
1
人
に
年
齢
の

近
い
先
輩
社
員
を
専
属
に
付

け
て
1
年
間
共
に
行
動
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
仕
事
か

ら
私
生
活
の
事
ま
で
相
談
で

き
る
よ
う
な
関
係
性
を
築
き

2
年
目
は
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
ま

す
。
人
と
の
会
話
が
社
会
人

と
し
て
の
基
本
で
あ
る
こ
と

を
教
育
す
る
こ
と
が
目
的
で

す
。

　

本
制
度
は
2
年
で
終
わ
り

し
て
い
か
な
け
れ
ば
結
果
は

出
ま
せ
ん
。
中
小
、
零
細
で

あ
る
と
い
う
萎
縮
し
た
意
識

を
捨
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

入
社
希
望
者
が
面
接
で
来

社
す
る
と
面
接
前
に
ま
ず
社

内
見
学
を
行
い
ま
す
。
次
に

若
手
社
員
4
〜
5
人
と
入
社

希
望
者
だ
け
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
仕
事
の
事
や

私
生
活
の
事
な
ど
ラ
フ
な
感

じ
で
話
を
し
ま
す
。
最
後
に

社
長
・
幹
部
社
員
と
面
接
を

行
い
、
採
用
決
定
は
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
若
手

社
員
に
意
見
を
聞
き
合
否
の

判
定
を
し
て
い
ま
す
。

　

採
用
が
決
ま
り
入
社
ま
で

の
期
間
は
自
由
に
会
社
に
出

入
り
し
て
も
ら
い
、
社
員
や

社
長
と
雑
談
を
し
た
り
し
て

会
社
に
な
じ
ん
で
い
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

採
用
後
の
丁
寧
な
指
導
に

取
り
組
む

　

資
格
取
得
の
た
め
に
必
要

な
工
具
・
資
材
等
の
提
供
、

先
輩
社
員
が
会
社
独
自
に
作

成
し
た
問
題
集
等
を
活
用

し
、
丁
寧
な
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。
問
題
集
の
作
成
に

は
、
全
日
電
工
連
が
発
行
し

て
い
る
多
種
多
様
な
本
が
と

て
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

先
輩
社
員
が
問
題
を
出
し

採
点
後
に
間
違
い
を
一
緒
に

検
討
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し

ま
す
。
会
社
が
「
こ
の
資
格

を
取
り
な
さ
い
」
と
言
う
だ

け
で
は
絶
対
に
ダ
メ
で
す
。

先
輩
と
新
入
社
員
が
一
緒
に

取
り
組
む
こ
と
で
相
乗
効
果

が
生
れ
ま
す
。

　

令
和
4
年
の
新
入
社
員
4

名
（
い
ず
れ
も
経
済
学
部
、

商
学
部
等
卒
）
は
第
二
種
電

気
工
事
士
を
一
回
目
の
受
験

で
合
格
、
そ
の
後
第
一
種
電

気
工
事
士
も
全
員
合
格
し
て

い
ま
す
。

　

電
気
工
事
業
界
は
資
格
業

界
で
あ
る
事
を
常
に
社
員
に

  

採
用
に
関
し
て

　

電
気
専
攻
は
全
く
不
問
で

す
。
こ
こ
3
年
間
の
新
入
社

員
4
名
で
電
気
専
攻
は
一
人

も
い
ま
せ
ん
。
毎
年
全
体
で

1
〜
2
名
を
採
用
し
て
い
ま

す
。

　

翌
年
採
用
（
4
月
）
は
、

前
年
春
先
よ
り
リ
ク
ル
ー
ト

　

未
来
の
電
気
工
事
人
材
の
確
保
に
向
け
、
地
元
を
起

点
と
し
た
積
極
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
組
合
員

企
業
様
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
シ
リ
ー
ズ
の
第
4
弾
を
お

届
け
す
る
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
北
央
電
設
株
式
会
社
（
北
海
道

電
気
工
事
業
工
業
組
合
）。

　

北
央
電
設
株
式
会
社
は
、
学
生
に
専
門
知
識
を
要
求

せ
ず
、
入
社
後
に
資
格
取
得
の
全
面
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

行
い
、全
社
一
丸
と
な
っ
て
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
を
目
指
す
ア
ス
リ
ー
ト
社

員
枠
を
設
定
し
て
雇
用
。
社
会
人
と
し
て
安
心
し
て
競

技
に
打
ち
こ
め
る
環
境
（
大
会
、
遠
征
等
の
特
別
休
暇

制
）
を
作
っ
て
い
る
。

　

同
社
の
岡
本
代
表
取
締
役
に
そ
の
取
り
組
み
と
思
い

を
伺
っ
た
。

活
動
を
開
始
し
ま
す
。
媒
体

募
集
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
Ｈ
Ｐ
、
就

職
説
明
会
ブ
ー
ス
出
展
を
利

用
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
説
明
会
な
ど
は
業
界

大
手
が
多
い
の
で
す
が
、
中

小
零
細
な
ど
意
識
せ
ず
積
極

的
に
参
加
し
ま
す
。
受
け
身

で
は
絶
対
に
採
用
は
不
可
能

で
す
。
積
極
的
に
声
を
発
信

本社（左）と第二社屋

第二社屋のトレーニングルーム

自社作成の問題集で
社員教育を充実

い
と
い
う
思
い
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

　

就
業
時
間
を
調
整
し
、
練

習
環
境
整
備
や
、
大
会
や
遠

征
等
の
特
別
休
暇
制
導
入
、

第
二
社
屋
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

施
設
を
設
け
る
な
ど
の
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　

会
社
の
隣
の
塾
が
退
去
し

た
の
で
自
社
で
買
い
取
り
、

第
二
社
屋
と
し
て
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
を
設
け
福
利
厚

生
の
一
環
と
し
て
い
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
リ
ー

ス
で
導
入
し
ア
ス
リ
ー
ト
社

員
だ
け
で
は
な
く
全
社
員
が

健
康
維
持
の
た
め
に
使
用
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
校
や
大
学
の
合

宿
所
と
し
て
貸
し
出
し
も
行

い
、
地
域
と
の
繋
が
り
に
も

役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

社
員
の
反
応
は
効
果
絶
大

で
、
応
援
グ
ッ
ズ
を
製
作
し

て
応
援
に
行
く
な
ど
し
て
い

ま
す
し
、
何
よ
り
会
社
の
一

体
感
が
生
れ
ま
し
た
。

全日電工連発行の冊子も社員教育に大活躍
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業界の課題解決と経済的利益の増進をはかる

全日電工連政治連盟
素早い対応と行動する組織を目指す！！

本定期講習は、建設・設備施工管理ＣＰＤ制度の認定プログラムです。

ＣＰＤ制度認定プログラム
※詳細はＨＰをご確認ください。https://eei.tayori.com/q/cpd/

2025年 10 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

北見 10月 2 日 木 105501 
北ガス市民ホール
（北見市民会館）

北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

東
北

山形 10月30日 木 115502 山形ビッグウイング
山形県電気工事工業組合
℡023-633-0161

福島 10月 8 日 水 116503 郡山ユラックス熱海
福島県電気工事工業組合
℡024-535-0477

新潟 10月29日 水 117506 新潟ユニゾンプラザ
新潟県電気工事工業組合
℡025-229-1587

関
東

茨城
10月10日 金 121503 ザ・ヒロサワ・シティ会館

（茨城県立県民文化センター）
茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-313310月21日 火 121504 

群馬 10月 1 日 水 123502 前橋問屋センター会館
群馬県電気工事工業組合
℡027-251-5016

埼玉
10月 5 日 日 124502 

埼玉電気会館
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-024210月15日 水 124503 

千葉

10月 9 日 木 125504 

千葉県電工会館
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-6086

10月15日 水 125505 

10月19日 日 125506 

東京
10月 6 日 月 126505 府中の森芸術劇場 東京都電気工事工業組合

℡03-3542-730110月15日 水 126506 全国家電会館

中
部

長野 10月24日 金 131502 長野ターミナル会館
長野県電気工事業工業組合
℡026-262-1493

岐阜 10月 7 日 火 132503 ワークプラザ岐阜
岐阜県電気工事業工業組合
℡058-213-2171

静岡 10月 8 日 水 133503 静岡商工会議所
静岡県電気工事工業組合
℡054-288-1250

愛知
10月 2 日 木 134503 

ウィルあいち
愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-715110月 5 日 日 134504 

三重 10月23日 木 135501 三重電気会館
三重県電気工事業工業組合
℡059-226-4862

近
畿

滋賀 10月 7 日 火 151501 コラボしが21
滋賀県電気工事工業組合
℡077-562-2069

大阪 10月16日 木 153506 大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-6147

四
国

香川 10月 7 日 火 172501 香川県土木建設会館
香川県電気工事業工業組合
℡087-816-1433

愛媛 10月 9 日 木 173501 
JAえひめ未来
西条総合相談センター

愛媛県電気工事工業組合
℡089-931-3011

九
州

長崎 10月10日 金 183503 長崎県勤労福祉会館
長崎県電気工事業工業組合
℡095-862-1975

大分 10月 6 日 月 185502 大分県教育会館
大分県電気工事業工業組合
℡097-568-2146

2025年10月～2025年12月
所属工組の講習を受講しよう！

第一種電気工事士定期講習     
―――――　( 指 定 講 習 機 関 第 1 号 ）　―――――

2025年 11 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
陸

富山 11月12日 水 141502 富山県中小企業研修センター
富山県電気工事工業組合
℡076-471-7551

石川 11月21日 金 142503 石川県地場産業振興センター
石川県電気工事工業組合
℡076-269-7883

福井
11月12日 水 143501 

福井商工会議所
福井県電気工事工業組合
℡0776-22-290311月30日 日 143502 

近
畿

兵庫 11月 9 日 日 154505 兵庫県電気工事技術会館
兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

和歌山 11月12日 水 156502 
和歌山県勤労福祉会館
プラザホープ

和歌山県電気工事工業組合
℡073-424-3291

中
国 岡山 11月11日 火 163502 第一セントラルビル 1 号館

岡山県電気工事工業組合
℡086-261-0900

四
国 徳島 11月 4 日 火 171501 徳島県JA会館 別館

徳島県電気工事業工業組合
℡088-622-7377

九
州

福岡 11月 6 日 木 181504 福岡商工会議所
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

鹿児島 11月12日 水 187502 ホテル自治会館
鹿児島県電気工事業工業組合
℡099-255-5507

2025年 12 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

東
北

岩手 12月 4 日 木 112503 
いわて県民情報交流センター
（アイーナ）

岩手県電気工事業工業組合
℡019-656-3255

福島
12月 2 日 火 116504 ビッグパレットふくしま 福島県電気工事工業組合

℡024-535-047712月 7 日 日 116505 福島県青少年会館

新潟 12月 4 日 木 117507 新潟ユニゾンプラザ
新潟県電気工事工業組合
℡025-229-1587

関
東

群馬 12月 3 日 水 123503 前橋問屋センター会館
群馬県電気工事工業組合
℡027-251-5016

埼玉
12月 7 日 日 124504 

埼玉電気会館
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-024212月18日 木 124505 

東京

12月 4 日 木 126507 

全国家電会館
東京都電気工事工業組合
℡03-3542-7301

12月 7 日 日 126508 

12月11日 木 126509 

神奈川
12月16日 火 127509 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-467112月18日 木 127510 

山梨 12月 4 日 木 128502 山梨県電気会館
山梨県電気工事工業組合
℡055-222-5711

中
部

長野 12月10日 水 131503 松筑建設会館
長野県電気工事業工業組合
℡026-262-1493

静岡 12月17日 水 133504 浜松市勤労会館
静岡県電気工事工業組合
℡054-288-1250

近
畿 大阪 12月13日 土 153507 大阪府社会福祉会館

大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-6147

中
国

島根 12月 4 日 木 162502 島根県民会館
島根県電気工事工業組合
℡0852-21-7433

広島
12月 7 日 日 164503 

広島県情報プラザ
広島県電気工事工業組合
℡082-241-173112月25日 木 164504 

四
国 香川 12月10日 水 172502 香川県土木建設会館

香川県電気工事業工業組合
℡087-816-1433

九
州 福岡 12月 4 日 木 181505 毎日西部会館

福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

2025年 11 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

釧路 11月 5 日 水 101501 釧路市生涯学習センター
北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

東
北

青森 11月14日 金 111502 
青森県労働福祉会館
(ハートピアローフク)

青森県電気工事業工業組合
℡017-773-1935

宮城 11月11日 火 113502 東京エレクトロンホール宮城
宮城県電気工事工業組合
℡022-221-2676

秋田 11月12日 水 114501 秋田県社会福祉会館
秋田県電気工事工業組合
℡018-824-1587

関
東

千葉 11月12日 水 125507 千葉県電工会館
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-6086

神奈川

11月 7 日 金 127506 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

11月 9 日 日 127507 

11月18日 火 127508 

中
部 愛知

11月 9 日 日 134505 
ウィルあいち

愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-715111月18日 火 134506 

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席
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全 日 電 工 連 賛 助 会 員 優良製品・商品をご使用下さい！
㈱ ア イ チ コ ー ポ レ ー シ ョ ン

ア イ ト ス ㈱

ア イ ホ ン ㈱

因 幡 電 機 産 業 ㈱

大 川 被 服 ㈱

河 村 電 器 産 業 ㈱

共 立 電 気 計 器 ㈱

コ ロ ナ 産 業 ㈱

サ ン 電 子 ㈱

㈱ シ ー エ ス エ ー

㈱ シ ス テ ム ズ ナ カ シ マ

積 水 化 学 工 業 ㈱

㈱ ダ イ テ ッ ク

Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱

テ ン パ ー ル 工 業 ㈱

東 神 電 気 ㈱

東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱

㈱ 戸 上 電 機 製 作 所

内 外 電 機 ㈱

㈱ 西 田 製 作 所

ニ チ コ ン ㈱

㈱ ニ チ フ

日 東 工 業 ㈱

日 本 電 機 産 業 ㈱

ネ グ ロ ス 電 工 ㈱

パナソニック㈱エレクトリックワークス社

パンドウイットコーポレーション日本支社

㈱ ホ タ ル ク ス

㈱ 前 垣

マ サ ル 工 業 ㈱

マ ス プ ロ 電 工 ㈱

三 菱 電 機 ㈱

ミ ツ ワ 電 機 ㈱

ミ ノ ル 工 業 ㈱

ミルウォーキーツール・ジャパン   (同)

矢 崎 エ ナ ジ ー シ ス テ ム ㈱

ワ ゴ ジ ャ パ ン ㈱

㈱ ア サ ヒ プ リ ン テ ィ ン グ

全日本電設資材卸業協同組合連合会

（一社）全国設備業ＤＸ推進会

オ リ ッ ク ス 自 動 車 ㈱

㈱ り そ な 銀 行

損 害 保 険 ジ ャ パ ン ㈱

東 京 海 上 日 動 火 災 保 険 ㈱

住 友 生 命 保 険 (相)

大 樹 生 命 保 険 ㈱

㈱ Ｅ Ｌ Ｅ Ｆ Ａ メ デ ィ ア

㈱ 全 日 出 版 社

㈱ 全 日 電 工 連 総 合 サ ー ビ ス
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弔慰金　▶病死・その他
【宮城】 登米市 高橋電気 高橋典男様 75

【福島】 福島市 ㈲須田電気工業所 須田貢一様 67

【埼玉】 比企郡 中島電気工事㈱ 中嶋操様 75

【千葉】 夷隅郡 ㈲上総電設 佐藤忠司様 93

石
川
県
工
組

第
18
回
安
全
衛
生
大
会

安
全
対
策
と
基
本
ル
ー
ル
遵
守
を
徹
底

　

石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合

（
米
沢
寛
理
事
長
）
は
7
月
30

日
、
金
沢
市
内
の
ホ
テ
ル
で
第

18
回
安
全
衛
生
大
会
を
開
催
し

た
。

　

大
会
は
、
記
念
講
演
、
安
全

指
導
員
へ
の
委
嘱
状
交
付
、
大

会
宣
言
な
ど
、
組
合
員
が
安
全

確
保
の
意
義
を
再
認
識
し
、
労

働
災
害
防
止
活
動
の
充
実
・
強

化
を
図
る
事
が
目
的
。

　
『
基
本
ル
ー
ル
の
遵
守
徹
底

に
よ
る
労
働
災
害
撲
滅
』
を
テ

ー
マ
に
、『
当
事
者
意
識
に
よ

る
リ
ス
ク
予
知
と
積
極
的
な
声

掛
け
で
災
害
防
止
に
努
め
よ

う
』
を
掲
げ
、
来
賓
の
北
陸
電

力
・
北
陸
電
力
送
配
電
を
は
じ

め
同
工
組
の
組
合
員
な
ど
約
80

名
が
参
加
し
た
。

　

米
沢
理
事
長
は
、「
能
登
半

島
地
震
の
復
旧
作
業
に
、
今
な

お
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
々
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

暑
い
日
が
続
き
疲
労
も
蓄
積
し

て
い
る
こ
と
と
思
う
が
、
皆
さ

ん
の
努
力
が
必
要
不
可
欠
な
の

で
熱
中
症
に
注
意
し
て
作
業
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
今
日
の
大

会
は
安
全
作
業
の
ル
ー
ル
を
再

確
認
し
て
、
自
分
自
身
が
身
を

守
る
行
動
を
す
る
こ
と
を
改
め

て
認
識
す
る
機
会
と
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
オ
フ
ィ
ス
気

象
キ
ャ
ス
タ
ー
㈱
の
池
津
勝
教

大会宣言を述べる青年部

【愛知】 一宮市 一宮電話興業㈱ 酒井章治様 62

【兵庫】 加東市 ㈱西部 伊藤誉洋様 74

【佐賀】 佐賀市 七田電気工事 七田浩様 71

【大分】 日田市 ㈲渡辺電器商会 渡辺勝雄様 80

【大分】 大分市 エスケイ㈲ 菅田正臣様 69

氏
が
、『
気
象
情
報

を
活
か
し
て
の
減
災

・
防
災
』
を
テ
ー
マ

に
講
演
。
大
雨
災
害

か
ら
身
を
守
る
基
本

や
方
程
式
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
た
ほ

か
、
職
場
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
の
ポ
イ

ン
ト
を
説
明
し
た
。

　

そ
の
後
、
米
沢
理

事
長
か
ら
各
本
部
の

内
線
工
事
・
引
込
線

工
事
・
外
線
工
事
の

代
表
者
へ
、
組
合
員

間
で
安
全
に
関
す
る

指
導
、
助
言
を
行
う
安
全
指
導

員
の
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

大
会
宣
言
で
は
、
石
川
県
工

組
の
川
向
尊
青
年
部
長
が
「
安

全
最
優
先
の
考
え
の
も
と
、
一

人
ひ
と
り
が
常
に
災
害
リ
ス
ク

を
意
識
し
て
、
過
去
か
ら
確
立

さ
れ
た
安
全
対
策
や
基
本
ル
ー

ル
を
愚
直
に
実
行
す
る
こ
と
が

肝
要
だ
。
全
事
業
所
す
べ
て
の

従
業
員
が
、
積
極
的
な
『
声
掛

け
』
と
『
気
づ
き
』
で
災
害
を

未
然
に
防
ぎ
、
健
康
で
風
通
し

の
良
い
職
場
環
境
に
お
い
て

『
ゼ
ロ
災
』
を
必
ず
達
成
す
る

こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
す
る
」
と

参
加
者
と
と
も
に
強
い
決
意
を

述
べ
た
。

米沢理事長

オートリースで車両管理をもっと手軽に
―全日電工連オートリース制度をご活用ください―

　「オートリース」という言葉は耳にしたことが
あるけれど、何となく面倒そうで自分の会社には
合わないのでは　　そう感じている組合員の皆さ
まも多いのではないでしょうか。実はオートリー
スは、車両管理の手間を大きく減らし、経営の安
定に寄与する便利な仕組みです。
　たとえば電気工事業界で人気の「軽箱バン」。
リース契約なら車検や税金、保険料を個別に支払

たリース料が5年間変わらないという安心感は大
きな魅力です。コストを見通しやすくし、資金計
画を立てやすくしてくれます。
　実際に導入された組合員の例をご紹介します。
ある事業者様は、これまで営業車を現金購入して
いましたが、毎年の税金や車検の時期にはまとま
った出費が発生し、経費の波が大きいことが課題
でした。そこで軽箱バンをリースに切り替えたと
ころ、月々一定の支払いに一本化され、管理の手
間が大幅に軽減。しかも、整備や車検もリース会
社に任せられるため、事務負担も減り、本業に集
中できるようになったそうです。結果的に「経費
の見通しが立ち、資金繰りに余裕ができた」と喜
びのお声をちょうだいしています。

う必要がなく、月
々のリース料にま
とめられます。近
年の物価や人件費
の高騰を考える
と、契約時に定め

　●オートリースの主なメリット

• 初期費用が不要で資金繰りが安定

• 月々定額で税金・保険・車検込み

• 経費計上が簡単で事務負担を軽減

•  物価や人件費が上がってもリース料は契約時のまま一定

•  最新車両や特選中古車を導入でき、安全性・信頼性が向上

　車両は事業を支える大切な資産です。所有から利用へという発想

の転換で、経営の安定と効率化を図るチャンスがあります。ぜひ一

度、オートリースを検討してみてはいかがでしょうか。

　制度に関するお問い合わせは、所属工組までお願いします。

特選車リースで“すぐに使える即戦力”を確保！特選車リースで“すぐに使える即戦力”を確保！
　全日電工連では、新車だけ

でなく高品質な中古車リース

「特選車」も取り扱っています。

短納期で導入できるのが大き

な特長です。工事の繁忙期な

ど「すぐに車両が必要」とい

う場合にも対応可能で、多く

の組合員様から好評をいただ

いています。新車同様に安心

して利用でき、しかも納車が

早いのが大きな魅力です。

高年式箱バンを大変お得なリース料でご提供高年式箱バンを大変お得なリース料でご提供

オートリースの仕組み
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【
東
京
・
竹
芝
】
関
東
電
気

工
事
青
年
部
連
合
会
（
勝
亦

安
友
会
長
）
は
令
和
7
年
4

月
18
日
、
竹
芝
ポ
ー
ト
シ
テ

ィ
で
開
催
さ
れ
た
「
建
設
業

＆
設
備
業
Ｄ
Ｘ
フ
ェ
ア
2
0

2
5
」に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、

電
気
工
事
業
界
の
魅
力
発
信

と
青
年
部
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

っ
た
。

　

今
回
の
出
展
で
は
、
組
合

加
入
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
と
し
て

①
仕
事
が
増
え
る

②
仲
間
が
増
え
る

③
情
報
が
増
え
る

④
福
利
厚
生
の
充
実

の
4
点
を
中
心
に
紹
介
。

　

来
場
者
に
対
し
て
、
業
界

内
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

や
情
報
共
有
の
重
要
性
を
訴

え
た
。

　

ブ
ー
ス
に
は
各
都
県
の
青

年
部
会
が
制
作
し
た
特
色
あ

第
1
回

評
議
員
会
の
概
要
な
ど
検
討

皆
様
こ
ん
に
ち
は
！

　

私
た
ち
兵
庫
県
電
気
工
事
工
業
組
合
女

性
部
は
、
2
0
2
4
年
7
月
に
発
足
い
た

し
ま
し
た
。
同
年
に
行
わ
れ
た
組
合
創
立

60
周
年
祝
賀
会
で
は
、
壇
上
で
ご
紹
介
い

た
だ
き
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
と
と
も
に
、「
よ
し
、
が
ん

ば
ろ
う
！
」
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
は
、
摂
津
・
播
磨
・

但
馬
・
丹
波
・
淡
路
と
い
う
、

歴
史
や
風
土
の
異
な
る
五
つ
の

地
域
か
ら
成
る
、
個
性
豊
か
な

県
で
す
。
現
在
、
女
性
部
の
会

員
は
12
名
。
広
い
兵
庫
県
に
お

い
て
今
後
ど
の
よ
う
に
会
員
を

増
や
し
て
い
く
か
が
、
私
た
ち

の
課
題
で
す
。
で
す
が
、
ピ
ン

チ
は
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
焦
ら

ず
一
歩
ず
つ
活
動
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
年
に
2
回
開
催
さ
れ

る
全
国
女
性
部
連
絡
協
議
会
で
、
各
県
の

世
話
人
の
皆
さ
ま
と
お
会
い
し
、
意
見
交

換
で
き
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

い
や
す
い
工
具
」
や
「
お
す
す

め
の
夏
場
作
業
着
ス
タ
イ
ル
」

の
実
演
お
よ
び
体
験
会
を
行
い

ま
す
。
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
限
定
の
セ
ミ
ナ

ー
も
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

を
機
に
女
性
部
の
活
動
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
き
、
会
員
増
加

に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
歴
史
あ
る
青
年
部

の
皆
さ
ま
の
活
動
に
も
学
び
な

が
ら
、
共
に
事
業
を
企
画
・
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

業
界
の
底
上
げ
を
目
指
す

世
話
人
　

岡
本
光
代
（
兵
庫
）

To Be Continued…

連
載　

第

16
回

　

女
性
部
会
員
は
、経
理
、総
務
、営
業
、

電
気
工
事
士
、
設
計
、
そ
し
て
社
長
を
支

え
る
奥
様
な
ど
、
多
様
な
立
場
の
メ
ン
バ

ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
研
修
や
勉
強

会
の
内
容
は
偏
り
の
な
い
よ
う
工
夫
し
、

ま
た
、
男
性
が
な
か
な
か
声
を
上
げ
に
く

い
よ
う
な
テ
ー
マ
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
有
意
義
な
活
動
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
初
め
て
開
催
す
る
研
修
会
で

は
、
メ
ー
カ
ー
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
電

気
工
事
作
業
の
効
率
化
（
少
し
で
も
ラ
ク

に
で
き
る
工
夫
）
を
目
的
と
し
た
、「
扱

技能グランプリ＆フェスタ2024
「ランタン作り」での一コマ

活動報告活動報告全日電工連全国青年部協議会全日電工連全国青年部協議会

　

全
国
青
年
部
協
議
会
は
8

月
6
日
、
理
事
会
を
開
催
し

た
。

　

理
事
会
は
、
2
0
2
5
年

度
の
事
業
推
進
担
当
チ
ー
ム

別
事
業
の
協
議
・
審
議
、
9

月
に
開
催
さ
れ
る
青
年
部
協

議
会
第
1
回
評
議
員
会
の
構

成
を
中
心
に
行
っ
た
。

　

評
議
員
会
は
9
月
5
日
に

全
日
電
工
連
会
館
で
開
催
さ

れ
る
。
新
体
制
の
紹
介
、
事

業
方
針
説
明
、
各
種
事
業
の

実
施
報
告
な
ど
を
行
う
予
定

だ
。

　

新
任
の
評
議
員
が
多
い
た

め
、
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
「
青

年
部
の
歴
史
」「
青
年
部
の

役
割
と
責
任
」
を
説
明
し
て

理
解
・
認
識
し
て
も
ら
う
。

テ
ー
マ
に
基
づ
く
意
見
交
換

会
も
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
会
員

大
会
の
開
催
予
定
報
告
と
青

年
部
組
織
調
査
・
会
員
名
簿

な
ど
の
確
認
も
行
っ
た
。

関東電気工事青年部連合会

業
界
Ｐ
Ｒ
と
会
員
拡
充
に
手
応
え

全国青年部協議会

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
並
び
、

来
場
者
の
関
心
を
集
め
た
。

　

中
に
は
「
電
気
工
事
会
社

を
経
営
し
て
い
る
が
、
横
の

つ
な
が
り
が
な
く
て
困
っ
て

い
る
」
と
相
談
す
る
来
場
者

も
お
り
、
青
年
部
の
活
動
を

通
じ
て
得
ら
れ
る
仲
間
と
の

つ
な
が
り
や
仕
事
面
で
の
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
丁
寧
に
説

明
す
る
場
面
も
見
ら
れ
た
。

　

終
日
ブ
ー
ス
は
盛
況
で
、

関
東
近
県
の
み
な
ら
ず
全
国

の
青
年
部
関
係
者
と
の
交
流

も
実
現
。
業
界
の
垣
根
を
越

え
た
出
会
い
と
情
報
交
換
の

場
と
し
て
、
大
き
な
成
果
を

上
げ
た
。

　

勝
亦
会
長
は
「
青
年
部
の

魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
伝

え
、
共
感
を
得
る
こ
と
で
業

界
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い

き
た
い
」
と
語
り
、
今
後
も

「
継
承
と
革
新
〜
関
東
は
一

つ
！
〜
」の
テ
ー
マ
の
も
と
、

「
出
会
い
、
仲
間
、
成
長
、

楽
し
さ
」
と
い
う
青
年
部
の

価
値
を
発
信
し
続
け
る
方
針

だ
。

　

関
東
電
気
工
事
青
年
部
連

合
会
で
は
、
今
後
も
業
界
の

活
性
化
と
会
員
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
く
。
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